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Ⅰ．問題と目的
保育の振り返り・省察は、倉橋惣三の時代から保育

実践を行っていくうえで大切な技能のうちのひとつで
あり、保育者の専門性として位置づけられてきたが（田
代,2013）１）、近年になり、一層重視されるようになっ
ている。その背景について、香曽我部（2011）２）は

「子どもを取り巻く問題が複雑化し、多様化しており、
それらに対応するための豊かな知識や高い技能が保育
者に求められている現状」があることを指摘した。つ
まり、保育の振り返り・省察を通して、自らの保育を

柔軟に展開していく力量がより重視されるようになっ
たと言えよう。このことは、平成23年、「保育者論」が
新たに設置され、保育の振り返りや省察に関すること
が大きく扱われるようになったことから、保育者養成
段階にも大きく影響を及ぼしていると考えてよいだろ
う。

だが、実際に、保育現場における保育者による保育
の振り返りと省察を、学生に求めることは難しく、同
様に扱うことはできない（野尻・栗原,2006）３）。学生
にとって、振り返りや省察の出発点は、実習を通して、
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Abstract
　The purpose of this study was １）to find it clear to move the feelings of the students who had the first teach-
er's training in the kindergarten, and ２）to detect events which make the students change from happy to unhap-
py. The subjects were 42 Japanese junior college students. They were asked １）to draw the movement of the 
feelings in a line graph during a day about first and eighth day and ２）to describe freely about the change of 
feelings and the trigger. 
　The first result revealed that the students became happy when they watched children who was playing or 
participating in activities and interacted with children. But they didn't become happy by way of finding the mind 
of children. The following result showed that almost all of the students become unhappy when they had to write 
a childcare diary. We thought because the students weren't interested in finding the mind of children.
　These results suggested that the students needed to learn to think the mind of children as putting themselves 
in children's place. Also, we have to plan the session when the students can consider each situation deeply for 
children.

要約
本研究では、初めての教育実習が終了した学生に対し、１日の気持ちの流れを視覚化するシートを利用した振り

返りを行い、どのような出来事がきっかけで、気持ちの揺れが出現するのかを明らかにした。また、自由記述型の
アンケートを通して、どのような背景がhappyな感情やunhappyな感情へと変化させるのかを明らかにした。そ
の結果、子どもからのかかわりと子どもの姿によって学生の感情は変化し、子どもの内面の発見に伴う感情の変化
はほとんど見られなかった。また、ほとんどの日誌を書くことをunhappyに感じ、そのことは学生が子どもを中
心とした観点をもてていないことと関連していると考えられる。実習指導において、子どもが中心となる観点をも
ち、一つ一つの場面の考察を深めていく力を身に着けられるような、授業計画を考える必要がある。
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「自己を振り返り、反省点や次への課題を見つけ、常に
先を見据えた思考を持つこと（大谷・平化,2012）」４）

となろう。そのために、指導を行う側が、何を振り返
り、これからどのような学習が必要になるのか、ある
程度の枠組みを用意し、実習日誌・振り返りのための
レポート等を課題にしてきた（野尻・栗原,2006）３）。
従来、その枠組みは、実習生の実習での学びの達成度
を実習園が評価するための評価票に基づくものが多
かったが、本報告は、実習時に喚起する自らの感情や
その動きに注目した。実習期間中、学生がどのような
ことに喜びを感じ、実習の意欲へとつなげていくのか、
どのようなことに悲嘆し、それを乗り越えていくのか
を明らかにすることは、今後の教育実習における事前・
事後指導の課題を検討する材料になるであろう。

そこで、本報告は、①１日の気持ちの流れを視覚化
するシートを利用した振り返りを行い、どのような出
来事がきっかけで、気持ちの揺れが出現するのかを明
らかにし、②自由記述型のアンケートを通して、happy
な感情とunhappyな感情が生起する背景を探り、効果
的な実習指導の在り方について検討をおこなう。

Ⅱ．調査１
１．方法

（１）調査時期と対象
2016年10月10日～10月24日にかけて、保育者養成校

に所属する学生42名（男性３、女性39名）に対し、感
情を波形として記述するアンケート調査を実施した。
なお、本研究では初めての幼稚園実習（10日間）を終
えた学生を調査対象とした。

（２）調査内容
①基本的属性について

調査対象者の学年を尋ねた。
②調査の内容

本調査は、学生の実習中の１日の感情の変容過程を
波形として捉えようと試みたものである。星山麻木著
書『書き込み式子育て手帳　あなたへのおくりもの』５）

のプログラムの１つである母親の１日の感情の変容過
程を記録するために開発された方法を参照した。著者
からの許可は了承済みである。これは、自分自身の１
日の感情の変化を視覚的に提示させることにより、自
己理解を促し、自分と周囲との関わり方について再認
識することを目的として作成されたものである。本調
査では、この星山氏が作成した記録用紙を用い、学生

に実習１日目と８日目の感情を振り返りながら記入す
ることを依頼した。

感情を記録するポイントは（起床・園到着・園児登
園・午前活動・昼食・午後活動・園児降園・放課後活
動・退出・帰宅・余暇時間・就寝）の12項目とした。
その時々の感情を（happy・ふつう・unhappy）の三
段階を指標とした。

また、指標の各ポイントにおいては、ポイント時点の
感情を言語化し記述することを求めた。言語化した感
情は吹き出しを作成しその中に記述するよう依頼した。

（３）倫理的配慮
調査目的、調査内容、データの処理方法、調査の結

果の使用およびプライバシーの保護については、口頭
で説明した。さらに調査の回答内容によって、一切の
不利益を被ることがないことを説明し、以上の内容に
理解を得られたものに調査を実施した。記録用紙はID
番号を付して管理し、データ処理を行った。

（４）分析方法
まず、記録用紙では三段階で示した感情の指標を、

分析段階では10段階に分け、それぞれの項目における
数値を平均化し、グラフを作成した（Fig.1-1.1-２）。ま
た、各項目の感情の記述を図２に整理した。記述内容
については、テキストマイニングソフト（KH Coder）
を用い、クラスター分析を行い、分析結果に基づいて
カテゴリー化を行った。

次に、感情の変化を数値で表し、その各ポイントに
おける最大数を示した要因を抽出し箱ひげ図によって
可視化した（Fig.３）。箱の中心線が感情の変動値の中
央値、箱の外線の両端が最大値、最小値を示す。感情
の変動値はポイントとした事象（起床、園に着く、子
ども登園）等を、１つ前の事象との感情値の差で表し
た。

２．結果と考察
１日目と８日目では気持ちの波形にほぼ違いは見ら

れず、子どもが登園してくるポイントで感情は大きく
上昇し、子どもが降園するポイントで大きく下降する
ことが特徴として見られる（Fig.1-1,１-２）。この２つ
のポイントにおける感情の上昇・下降の要因について、
図２を見てみると、「子どもが可愛い」（40.5％）「子ど
もが帰ってさみしい」（59.5％）という記述があり、学
生にとって、実習期間中、子どもの存在が感情の上下



－ 10－ － 11－

と関わっていることを示唆している。
さらに子どもが降園してからの学生の感情に注目す

ると、大きく揺れることがないように見える（Fig.１
－１、１－２）が、これは上昇要因と下降要因が相殺
し合っていることが考えられる。その背景をFig.3から
探ると、降園後の「友達と電話」要因が感情の上昇と、

「日誌」要因が感情の下降と関連している。「友達と電
話」を要因として挙げた学生の数は（帰宅：14.3％、
自宅：4.8％）と「日誌」を理由として挙げた学生に比
べ（帰宅：28.6％、自宅：71.4％）と少ないが（Fig.2-
２）、「日誌」の中央値-5.0に比べ、「友達と電話」の中
央値は「子ども可愛い」（中央値4.0）と同じ4.0という
数値を示している（Fig.3）。つまり、友達と電話をし
なかった学生もいるが、友達と電話をした学生は子ど
もに出会った時と同程度のhappy感情へと変化したの
である。これにより、「帰宅」「自宅」のポイントでは、

「友達と電話」と「日誌」の要因が相殺し合い、Fig.1
－１、１－２、に示されるようになだらかな波形となっ
ていると考えられる。つまり、実習において友達とい
う存在が実習におけるunhappy感情からhappy感情へ
変化させる１つの要因となっていたと言えよう。
Fig.1-1  
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Fig.1-1  Fig.1-1　感情の波形（１日目）
Fig1-2 8  
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Fig1-2 8  Fig.1-2　感情の波形（８日目）
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Fig2-1 (1 ) Fig.2-1　要因の割合（前半）
 
Fig2-2  
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Fig2-1 (8 ) Fig.2-2　要因の割合（後半）
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Ⅲ．調査２
１．方法

（１）調査時期と対象
調査１と同様である。

（２）調査内容
①基本的属性について

調査対象者の学年を尋ねた。
②調査の内容

本調査は、初めての幼稚園教育実習を終えた学生に
対し、実習中の自分の感情に注目し、happyな感情へ
の変化とunhappyな感情への変化の背景について質問
紙で尋ねたものである。

調査１に回答した後、「自分のことでわかったこと」
と題し、実習における具体的な場面を思い出しながら、
次の２項目について、自由記述を求めた。

＜質問項目＞
①嬉しかったと思うとき、どのような出来事が関わっ
ていると思うか（happyな感情への変化）

②悲しい・つらい・気持ちが沈んだとき、どのよう
な出来事が関わっていると思うか（unhappyな感情へ
の変化）

（３）倫理的配慮
調査１と同様である。

（４）分析方法
自由記述から得られたデータについて、テキストマ

イニングの手法を用い、包括的に内容分析をおこなっ
た。テキストマイニングとは、定型化されていない文

Fig.3  
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Fig.3  
Fig.3　感情の変動値とその要因

章の集まりを自然言語解析の手法を使って単語やフ
レーズに分割し、それらの出現頻度や相関関係を分析
して有用な情報を抽出するシステム６）である。

本研究では、テキストマイニングソフトであるKH 
Coderを用いて分析をおこなった。記述から得られた
テキストについて、頻出する語句、および語句と語句
の結びつきを表示する共起ネットワークを1.うれしかっ
た時、すなわちhappyな感情へと変化した場面と、2.悲
しい・辛い・気持ちが沈んだ時、すなわちunhappyな
感情へ変化した場面の２項目において作成した。

２．結果と考察
（１）happyな感情への変化

質問紙の自由記述「1.うれしかった時」の全記述か
ら、名詞、形容詞、形容動詞、頻出度数は４回以上に
限った頻出語をTable１に示した。この際、「自由遊
び」等の保育に関する用語は「自由」と「遊び」と分
けずに一つの語になるよう、強制抽出の処理をおこなっ
た。次に、同テキストデータから、頻出語４語以上を
対象に共起ネットワークを作成した。

Table1

Table1 happyな感情への変化
頻出後と出現回数（4回以上）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

子ども
する
先生
言う
遊ぶ
呼ぶ
一緒
昼食
なる
自分
名前
来る
誘う
練習

自由遊び
食べる

50
30
26
22
17
13
12
12
9
9
9
9
8
8
7
7

やる
運動会
笑顔
遊び

話しかける
ほめる
関わる
緊張
作る

保育者
おはよう
かける
見る
手
声

6
6
6
6
6
5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
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由記述を確認すると「昼食を食べるとき『先生今日は
こっちの席ね』『先生今日はこっちだよ』と声をかけて
くれた。」「私の名前を呼んで帰るときにハイタッチを
して私のところまで来てくれた。」等、主語は「子ど
も」であることが確認できる。また、第３ネットワー
クについても同様に、「子どもと遊んでいる時に、私の
手を取り合って遊びに誘ってくれた。」「外遊びになっ
たら『（学生の名前）先生遊ぼう』と手を繋いでくれ
た」との記述があり、やはり主語が「子ども」である
ことがわかる。また、第５、６ネットワークに関連し
て「子どもが園の外から見えたときはすごくかわいく
て、保育者だけなくそこに子どもが入るので緊張もほ
どけ、更に子どもが『（学生の名前）先生』と呼んでく
れたり『（学生の名前）先生、遊ぼう』と誘ってくれ
た。」という表現も見られた。

これらのことから学生がhappyな感情へ変化する主
な場面は①子どもから実習生への関わり（呼ぶ・誘う・
挨拶）②実習生が好ましいと思う子どもの姿（一生懸
命・かわいい・笑顔）、に分類された。

Fig.4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Fig.4 happyFig.4　happy な感情への変化場面の頻出語による共起ネットワーク

頻出語では「子ども」が50回と最も多く、次に「す
る」「先生」「言う」「遊ぶ」と続く。また、共起ネット
ワークからは大まかに６つのネットワークを確認する
ことでき、Table２　のように分類した。第１ネット
ワーク「子ども」「先生」「言う」「遊び」「自由遊び」

「一緒」「食べる」「昼食」、第２ネットワーク「話しか
ける」「名前」「呼ぶ」「来る」、第３ネットワーク「手」

「遊び」「誘う」「時間」、第４ネットワーク「運動会」
「練習」「見る」「声」「一生懸命」、第５ネットワーク
「緊張」「保育者」「関わる」「作る」、第６ネットワーク
「笑顔」「おはよう」である。

第１ネットワークからは「子どもが先生と言う」場
面、「子どもが昼食を一緒に食べようと言う」場面、

「子どもが自由遊びで一緒に遊ぼうと言う」場面等が浮
かび上がる。第２ネットワークからは「名前を呼んで
話しかける」「名前を呼んで来る」場面、第３ネット
ワークからは「遊びの時間に手を（つないで）誘う」
場面、第４ネットワークでは「運動会練習を一生懸命
やっている場面を見る」場面が想起される。第５ネッ
トワークでは「保育者が関わってきて緊張する」、第６
ネットワークでは「笑顔でおはよう（と言う）」場面が
想起されるが、共起ネットワーク上、第５、６ネット
ワークは隣接しており、ここでは「保育者が関わる場
面で緊張するが、子どもが笑顔でおはようという」こ
とでhappyな感情に変化したと考えるのが妥当であろ
う。

これらの分析を、元のテキストデータと照らし合わ
せて考えてみる。第１、２ネットワークに関連する自

Table2 
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Table2　Fig.1 ネットワークの細分化とその内容

（２）unhappyな感情の変化
質問紙の自由記述「２．悲しい・辛い・気持ちが沈

んだ時」の全記述から、名詞、形容詞、形容動詞、頻
出度数は４回以上に限った頻出語をTable２に示し
た。この際、「降園」等の保育に関する用語は強制抽出
の処理をおこなった。次に、同テキストデータから、
頻出語４語以上を対象に共起ネットワークの検討を
行った。
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Table3
Table3 unhappy な感情への変化

頻出語と出現回数（4 回以上）
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

日誌
書く
する

子ども
起きる
寝る

できる
帰る
早い

気持ち
掃除

終わる
なる

考える

35
26
22
21
14
11
10
10
10
9
9
8
7
7

思う
大変
不安
ある
緊張
言う
降園
自分
辛い
眠い

かかる
始まる
書き方
注意

7
6
6
5
5
5
5
5
5
5
4
4
4
4

Fig.5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

Fig.5Fig.5　unhappy な感情への変化場面の頻出語による共起ネットワーク

頻出語では「日誌」が35回と最も多く、次に「書く」
「する」「子ども」「起きる」と続く。また、共起ネット
ワークからは大まかに５つのネットワークを確認する
ことでき、Table４　のように分類した。第７ネット
ワーク「日誌」「書く」「終わる」「寝る」「帰る」、第８
ネットワーク「朝」「起きる」「早い」「大変」「掃除」、
第９ネットワーク「時間」「思う」「始まる」、第10ネッ
トワーク「子ども」「緊張」「降園」「気持ち」「眠い」

「不安」、第11ネットワーク「注意」「つらい」「毎日」
「考える」「自分」「言う」「少し」場面が浮かび上がる。

第７ネットワークからは「帰ってから日誌を書かな
ければならず、寝たいのに寝ることができない」場面、
第８ネットワークからは「朝、早起きしなければなら

ない」「（実習園の）掃除」の２つが「大変」な場面で
あることがわかる。第９ネットワークでは隣接してい
る「朝」と関連し「朝、時間になるとまた始まるのか」
という落胆が想起される。第10ネットワークでは「子
どもが降園してしまうと、緊張したり、不安な気持ち
になる」、第11ネットワークでは「保育者に注意を受け
る」「保育者に言われる」ことでunhappyな感情に変
化したと考えられる。

これらの分析を、元のテキストデータと照らし合わ
せて考えてみる。第7,8,９ネットワークに関連する自由
記述を確認すると「日誌が終わらなくて夜遅くまでか
かった。それを２週間ずっと書いていたので、すごく
大変でした。朝も早くて起きるのが大変でした。」「慣
れない園生活でとても疲れ、帰宅後もすぐに日誌を書
くが、眠気と疲労で進まず、寝る時間が遅くなり翌日
寝不足でした。」「朝起きて始まるんだと思った」等、
日誌と睡眠時間に関連した記述が非常に多く見られ
た。また、「トイレ掃除。朝の道路の掃除。園庭の掃
除。」「子どもが来る前や帰った後の掃除。」「掃除が大
変。いくつもいくつもやることが増えていき、一息つ
く間もなかった。どんなに忙しいかが分かった。掃除
でも少しだけほこりが残っていたりするとすごく怒ら
れた。」と言う記述がみられた。

また、第10ネットワークについても同様に、「子ども
たちが帰ってしまった後は悲しかったりしました」「子
どもたちが帰るとき『またね』と言われて少し寂しかっ
た」「子どもたちが降園してしまって少し悲しかったの
と、眠いけど日誌を書かなきゃという気持ちがあった」
との記述があった。

第11ネットワークでは保育者からの助言等に関連し、
「注意を受けたりするとズーンって落ちます。」「反省会
で『少し声掛けを考えた方がいいかも』と先生に言わ
れ、自分なりに考えた声掛けを注意されて気持ちが下
がった。」などの記述が見られた。

これらのことから、学生がunhappyな感情へと変化
する要因は、主に①日誌と睡眠時間について、②間接
業務である掃除について③子どもが帰ってしまうとき
④保育者から注意を受けたときの４項目に分類された。

Ⅳ．総合考察
調査１と調査２の結果から考察できることを図式化

しFig.4にまとめた。
両調査の結果から、実習生の感情が変化する要因は、

主として子どもからの働きかけに関連していると言え
る。子どもに呼ばれたり誘われたりすることによって
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Table4 Fig2 ネットワークの細分化とその内容

れる。多くの学生が「日誌が終わらなくて夜遅くまで
かかった」「全然メモが取れなくて、日誌の書き方が分
からなかった」などと記述している。実際巡回の際に
も「気づきに何を書いたらよいのかわからない」と訴
える学生や、気づきを書く欄に子どもの動きや保育者
の動きをそのまま記録する学生が多数いた。実施した
ことや起こったことなどをひたすら記述している日誌
が目立ち、一つの出来事に焦点を当て考察を深めた記
述はあまり見られない。このことは先の子どもの立場
にたち、子どもに寄り添うという、子どもを中心とし
た観点がもちづらいことが影響していると考えられる。

また、happyな感情へと変化する要因に「友達との
連絡」があげられた。インターネット環境の普及によ
りLINE等でやり取りや無料のアプリを介した通話な
どを利用し、帰宅してから友達と実習の情報を共有す
ることが、日誌を書かなければいけないunhappyを緩
和させていると考えられる。

そしてunhappyな感情へと変化する要因の一つに間
接業務である掃除が複数あげられていた。このことは
学生自身の生活経験の薄さや掃除の意義の理解が深
まっていないために、掃除をすることへの否定的な感
情が生まれやすかったと思われる。

今回の結果では学生にとって子どもを中心とした観
点をもつことが非常に難しく、そのことは日誌の記録
への戸惑いとunhappyな感情に影響することが予想さ
れた。栗原（2014）８）は、観察実習の意義は子どもの
主体性と出会い、意識の方向性を（自分ではなく子ど
もへと）変えることにあり、自分の解釈で自分を主体
に据え置いて、大人の文脈で解釈していては子どもの
主体性と出会うことが出来ないと述べている。また、
さらにそのことを含め、子どもに自分がいかにかかわ
れるのか（援助できるのか）といったことを探求する
必要があると述べている。本調査は初めての教育実習
が終了した学生を対象にしたものであることから、今
後学生が学習を進めることで、子ども達を中心とした
観点を身に着けていくことは予想されるが、実習指導
において、子どもが中心となる観点をもち、一つ一つ
の場面の考察を深めていく力を身に着けられるような、
授業計画を考える必要がある。

happyな感情に変化し、子どもが帰ると寂しさを感じ
unhappyに転じる。また、実習生が好ましいと感じる

ような子どもの姿を見たときにhappyに変動する。北
見･五十嵐（2014）７）は本調査と同様の学生への調査
を実施し、実習に対する不安が大きい中で、子ども達
の方から名前を呼んでくれたり、声をかけてくれたり
することは、実習をおこなう上で、学生にとって安心
できる出来事となっていると述べ、実習に対するスト
レスの緩和に関わることを示唆している。子どもから
の関わりや子どもに姿に関連した学生の経験は、実習
に一定の効果をもたらしていると言えるが、ここには
受け身である学生の姿が浮かび上がってくる。子ども
と関わりたいと考えても、その方法が分からず戸惑い

（Fig.3）、子どもからのかかわりに安堵しつつも、自ら
子どもの内面に気付き、その発見に伴う感情の変化に
ついての記述はほとんど見あたらない。学生が自分自
身の立場から子どもの立場へと視点を変え、子どもの
内面に寄り添うことの困難さを示していると思われる。

栗原（2014）８）は実習前の学生が不安を抱くそれぞ
れに底通しているのは、子どもの主体も見えない、目
的も見えない不安であるとしている。そのため、自分
を主体としなければならず、「子どもに対して何ができ
るのか」という不安ではなく「自分がどう見られてい
るのか」ということに焦点化されているとしている。
また、太田ら（2008）９）は、保育実習を経験した学生
に対する聞取り調査を実施し、学生は指導保育者の目
を気にするあまり、子どもへのまなざしを充分に注ぐ
ことができず、学びが浅くなってしまう場合があると
している。調査Ⅱのunhappyな感情に変化した場面の
テキストデータを振り返ると「初めての実習で粗相を
しないように気を遣っていた」「10時間くらい周りの目
を気にして気を張っていなければならないのだと考え
ると憂鬱だった」との記述があり、本調査の学生もそ
のような傾向にあることが推測できる。

さらに、unhappyに感情が変化する大きな要因には、
実習日誌とそれに関連した睡眠の不足の問題があげら
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Fig.6 

 Fig.6 happy unhappyFig.6　happy な感情とunhappy な感情が生起する背景の関係
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